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第 17回日本免疫毒性学会学術大会 総会 （兼 評議員会） 議事録 

 

日時：平成 22年 9月 9日 13:05～13:45 

場所：独立行政法人国立環境研究所 大山記念ホール 

資料；事業報告（案）ならびに事業計画（案）を会場にて配布，その他はスライドにて映写（本議事録に添付）。 

 

恒例により年会長の藤巻先生の司会にて開会が宣言された。 

 

1 澤田理事長挨拶：台風が通過するという状況の中で多くの会員・評議員の先生方にお集まり頂いて感謝する。また素

晴らしい学術大会となっており, 年会長の藤巻先生に感謝する。後述するが本年度より事業報告並びに計画を文書で

提示することになり，事業計画の年度を 10月 1日開始とすることにした。それに伴って今日は人事などの案件も多

く，議事を円滑に進めて行きたい。 

2 報告事項 

2.1 事業報告（澤田理事長）（資料１） 

事業報告は，平成 21年度分であり，期間としては平成 21年 4月 1日から平成 22年 3月 31日までの

報告である。事務局・委員会等の報告を含んでいる。 

2.2 事務局報告（大槻理事） 

2.2.1 会員動向（資料 2）：グラフに示す様に会費未納３年以上の自動退会を実施して以降，会員数は漸増して

いる。本年９月６日現在で会員総数 247名，名誉会員・住所不明による旧会扱いを除くと会費納入義務

者は一般 228名，学生 10名である。尚，入退会の現状は、資料通りである。役員人事で理事・評議員の

上田志朗先生が退会，評議員の尾上正治先生が退会されて減となっている。 

2.2.2 会費納入状況（資料 2）：2007～2009年度にかけて未納は 1割弱であり，まずまずの納入状況だと考え

る。今年度はまだ 3割弱の未納があり，学術大会受付で，またそれぞれ請求して行く予定である。 

2.2.3 バナー広告報告（資料 3）：現在 4社に減少している。今年度から会費値上げで学会会計は一時期よりも

若干余裕は生じてきているが，バナーをもう少し増やしたいので，ご協力をお願いする。 

2.3 学術大会 

2.3.1 第 16回学術大会終了報告（資料 4）（吉田第 16回年会長）： 

昨年度は旭川にお集まり頂き感謝する。いくつか固有の研究集会助成を受けることが出来たので，戻し

金が捻出できた。招聘ならびに SOT/ISS（Society of Toxicology, Immunotoxicology Specialty Section）

との交流事業で来日した二人も集会後のエクスカーションも含めて満足して帰米された。 

2.4 委員会報告（資料 5）（大槻理事） 

2.4.1 学術・編集委員会 

2.4.1.1 順調に NewsLetter (ImmunoToxLetterを発刊した。14(2)は 2009年 12月，15(1)は 2010年 7月に

発刊。HPに掲載し，mailing listに添付してで会員に配布した。 

2.4.1.2 今年度の学術集会でもアンケートを取り，集計するので記入をお願いする。 

2.4.1.3 後述するが，新委員に新藤智子先生，西村泰光先生に就任を頂いた。 

2.4.2 広報委員会 

2.4.2.1 バナー広告あるいは賛助会員を募集しているので，先ずは理事の各位には是非推薦してほしい。 
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2.4.3 試験法委員会 

2.4.3.1 資料に掲載している様に KLH-TDARについて複数社による標準化に向けての共同研究の実施をサ

ポートしてきた。今後，成果を適当な Journal上に公表することを考えている。また，新たなテ

ーマについては，HPなどを通じて会員からの意見を集め，反映して行きたい。 

2.4.4 国際化委員会 

2.4.4.1 SOT/ISSとの交流事業については，2011年のワシントン D.C.で開催の 50周年記念 SOT年会には，

ISSのワークシップとして吉田理事提案の課題が採択された。第 18回千葉には Food Allergyで

講演頂く先生を SOTから招聘することになっている。 

2.4.4.2 次年度の SOT年会は，50周年記念大会となるので日本免疫毒性学会からブースを出展し，本学会

の歴史や活動を紹介する。出展料は＄550とのことで，澤田理事長，中村委員長，事務局大槻の

合意で出展することとした。理事の先生方には，ポスター作成においてご協力をお願いすること

もあるのでよろしくお願いしたい。 

 

3 審議事項 

3.1 事業計画（案）（資料 6）（澤田理事長） 

3.1.1 本学会は，学術集会が例年 9月中～下旬に行われる事情もあり，事業計画の期間を総会当日から総会前

日までとする。特に平成 22年度後半は，後で議題となる役員改選の時期にも当たる。その他、事業計画

には，学術大会の開催、各種委員会の活動に加えて，後で議題となる「学会賞及び奨励賞の新設」など

も含めてある。 

審議結果：事業計画は提案通り承認された。 

3.2 会計（案）（資料 7）（吉田理事） 

3.2.1 平成 21年度会計報告（案）（資料 11） 

資料に従って決算報告が述べられた。会費収入については複数年度納入もある。第 16回学術大会抄録集

の売上は一般会計に納めた。学術大会よりの戻し金については，次年度からは，もし生じた場合は，基

金会計へ納めることとする。 

3.2.2 会計監査報告（資料 8）（小島監事） 

監事両名がすべての領収書ならびに通帳を監査し，適切に処理されていることを確認した。 

3.2.3 平成 22年度補正予算（案）（資料 9） 

一般会計の収入のうち会費については，本年 9月 6日段階の納入義務者数にて計算した。昨年の総会で

承認されたので，本年度より一般会員の会費が 2000円増額となり，予備費に余裕が生じてきた。また，

一般会計の支出の学術大会戻し金については基金会計に入れることになったので，その対応をした。 

3.2.4 平成 23年度暫定予算（案）（資料 10） 

一般会計の収入のうち会費については，本年 9月 6日段階の納入義務者数にて計算した。支出のうち第

18回学術大会については，後で審議がある様に柳澤裕之理事（東京慈恵会医大）に内定している。また，

SOTへの派遣も手島理事の承諾を得ているので，盛り込んである。他は例年通りである。後に審議のある

学会賞・奨励賞の副賞は，基金会計から支出することと運営委員会で決定しているので，基金会計の支

出にその項目が追加されている。 

 審議結果：上記会計案件は提案通りで承認された。 
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3.3 人事（役員任期終了に伴う改選）（大槻理事） 

3.3.1 新理事長選出（資料 11） 

9月 8日，新理事による新理事長の選出が行われ，現澤田純一理事長にもう一期，理事長をお務め頂くこ

とで決定したことが報告された。 

3.3.2 名誉会員の推挙（資料 11）（案） 

運営委員会より荒川泰昭先生（現同区率行政法人労働安全衛生総合研究所，元静岡県立大学教授，理事・

評議員，第 9回学術集会年会長）が，年齢規程により理事・評議員から退かれるに当たり，名誉会員に

推挙することが提案された。 

3.3.3 理事（案）（資料 11） 

資料通り，評議員全員から現評議員の中から 10名の推薦を受け，7月 5日に新理事の投票を終了した。7

月 8日に開催された運営委員会で資料の新理事案を次の理事会並びに総会に提示することが決定し，昨

日の理事会に諮られた。再任 16名に加えて新任は，高木邦明先生，高野裕久先生，角田正史先生，久田

茂先生および姫野誠一郎先生（五十音順）の 5名である。 

3.3.4 新評議員（案）（資料 11） 

同様に 6月 14日から 8月末日まで評議員 2名の推薦による評議員候補者を募り，資料にある 3名（宮越

雄一先生，斎藤嘉朗先生，山浦克典先生）が推挙された。 

3.3.5 委員会委員（報告）（資料 12） 

各種委員会委員は委員長による委嘱であるため審議は不要であるが，資料にある様に決定している。運

営委員会には 3名（上野光一理事，手島玲子理事，野原恵子理事）が新任となり，学術・編集委員会に

は 2名（新藤智子先生，西村泰光先生）が新任で参加される。 

3.3.6 次々年度年会長（案）（資料 13） 

既に暫定予算（案）でも紹介済であるが，次々年度年会長として東京慈恵会医科大学の柳澤裕之理事が

推挙された。 

3.3.7 2012年 3月第 51回 SOT/ISS派遣候補者（資料 13） 

これも暫定予算（案）にて紹介があったが，2012年サンフランシスコで開催の SOT/ISSには手島玲子理

事が推挙された。 

 審議結果：人事案件についてはすべて満場一致で承認された。 

3.4 学会賞・奨励賞（案）（資料 14）（牧理事） 

3.4.1 資料に従って学会賞・奨励賞の規定の説明が行われた。なお，受賞者は、受賞年度の 9月の学術集会に

て授賞講演を実施するため，選出のタイムスケジュールが以下の様になることが併せて報告された。な

お，これらの賞の新設に伴い，学術大会での奨励賞は本年度第 17回が最後となる。 

タイムスケジュール：2月末に公募締切，3月中に選考小委員会で選考，4月初旬運営委員会に選考結果

を報告，4月中に理事会の承認取得（メールによる持ち回り審議），5月に授賞者へ連絡，授賞者は 6月

末に抄録を学術大会事務局へ提出。 

また，規定あるいは推薦書等は HPよりダウンロード可能とし，応募開始時期に mailing listにて会員

に周知することが説明された。 

 審議結果：学会賞・奨励賞について，提案通り了承された。 

4 その他 



 
4 

4.1 医薬品 非臨床ガイドライン解説 2010（資料 15）（大槻理事） 

発刊の紹介と免疫毒性試験についての記載について紹介された。 

5 次期年会長挨拶 

5.1 資料 16に沿って上野光一次期年会長より挨拶が行われた。 

 

 

その後，荒川泰昭先生に名誉会員の称号ならびに副賞の授与式が挙行された。 
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